
令和　８　年　１　月　２０　日　　　
研修・協賛事業

名
　新座ボランティアガイド研修

日時　　 令和 ８年 １月 １９日（月）　天候（晴）　9時 55分～　11時　40分　所要時間 1 時間 45 分

担当者  　　　尾崎

主催団体等 　府中市観光ボランティアの会

行程等 　　　９：５５　　新座駅　集合

　　１０：００　　出発　　新座市観光ボランティアガイド協会様　５名のガイドの案内にて

　　　　　　　　　　　　　　４班（３名ずつ）に分かれてガイドいただいた。

　　　　　　　　　　　　　　新座市ガイド協会の５コースの内、「野火止用水コース」を

　　　　　　　　　　　　　　新座駅から平林寺前まで案内いただいた。

　　１１：４０　　ガイドツアー解散　　その後平林寺へ

　　１１：５０～１２：２０　　平林寺散策　（１０名）

　　１２：３５～　　　　　　　蕎麦屋にて昼食

　　１３：４０頃　　　　解散　新座駅に向かう

参加者

（２）参加者総数　　１２　名　（会員）

（気付いた点、ボランティアに周知すべき点等）

　新座市観光ボランティアガイド協会は５つのコースがあり、今回は「野火止用水コース」

　用水に沿った自然豊かな武蔵野の原風景を思わせる、長閑なコースを用水開削に

　貢献した、松平伊豆守正綱などの話を伺いながら散策。（新座のガイドは無料）

　新座市観光ボランティア協会は、高橋理事他約５０名が在籍（高齢などで実働は

　３５名程度）。応募は年１回で３～４か月の養成講座を受講してガイドになる。

　府中のガイド教育はOJTと説明。その方が良いかも？とおっしゃっていた。

（その他）

　ガイド研修後、１０名で平林寺を散策。広大な境内で４０ｈａ（東京ドーム９個）

　松平伊豆守正綱一族の１７０基の五輪塔が並んでいるのが目を引く。

配布資料、パンフ等 平林寺の縁起、境内案内（HPより）　　新座のガイドから頂いた、「野火止用水の歴史」

等は当会のHPに掲載予定

費用等 　交通費（府中本町⇔新座　＋α）、入山料5，000円（500×10）

収入等 　無し

■配布先：リーダー会メンバー、府中観光協会

＊独自に作成した配付資料のデータを送付下さい。会のＰＣに保存し活用させて頂きます。

研修会・協賛事業実施報告書
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伽 藍

総門 拝観者を迎える茅葺屋根の堂々たる総門。

山号扁額「金鳳山（きんぽうざん）」、

門柱に「臨済宗平林寺専門道場」を掲げます。

県指定有形文化財（建造物）。

山門 築 350年の風格を湛える平林寺のシンボルです

江戸時代前期、平林寺が岩槻から移転された際に、

現在の地に移築されました。

県指定有形文化財（建造物）。。

仏殿 脇端正かつ威厳ある佇まいです。

本尊には釈迦如来坐像、

侍には迦葉尊者と阿難尊者を祀ります。

扁額は江戸中期の書家三井親和

（みついしんな）の揮毫です。

県指定有形文化財（建造物）。

中門（なかもん）

総門をそのまま小さくしたような造り。

山門、仏殿、中門の４棟は総門から一直線上に

配されています。

県指定有形文化財（建造物）。

非公開、通年閉門。



本堂 本尊の釈迦如来坐像をはじめ、

達磨大師坐像等が祀られています。

現本堂は、江戸末期の火災で庫裡と共に

焼失した旧堂に近い形で、明治期に

再建されたものです。

非公開

。

戴渓堂（たいけいどう）

日本に書法・篆刻を伝えた独立性易

（どくりゅうしょうえき）禅師を祀ります。

独立禅師は、隠元隆琦（いんげんりゅうき）

禅師と共に第４代将軍徳川家綱謁見のため、

長崎から江戸に随行。その際、当時の老中

松平信綱は独立禅師を厚遇しました。

僧堂門

門柱に「平林僧堂」を掲げます。

通年閉門。





平林寺の歴史

岩槻での開創

平林寺のはじまり
金鳳山平林寺（きんぽうざんへいりんじ）は、永和元年(1375)、今からおよそ 650年

ほど前の南北朝時代、武蔵国（むさしのくに）埼玉郡、現在のさいたま市岩槻区に創建

されました。開基は、禅に深く帰依していた大田備州守春桂蘊沢居士（おおたびっちゅ

うのかみしゅんけいうんたくこじ）、開山には鎌倉建長寺住持で、書や偈頌（げじゅ）

に優れていた当代の高僧、石室善玖（せきしつぜんきゅう）禅師が迎えられました。

寺院名の由来
「金鳳山」と名付けられた山号は、かつて石室禅師が元（げん）に渡って修行した、

金陵（きんりょう）の鳳台山保寧寺（ほうたいさんほねいじ）に由来しています。また

寺号は、寺の伽藍が平坦な林野に見え隠れする様子から「平林寺」とされました。

平林寺開山石室善玖禅師坐像（部分）

江戸時代



戦乱の荒廃から中興へ

鉄山禅師と家康
戦国時代に下り、関東一円は豊臣秀吉による小田原征伐の戦禍を受けます。岩槻にあ

った平林寺も多くの伽藍を失い、塔頭（たっちゅう）のひとつ聯芳軒（れんぽうけん）

が辛うじて焼け残る有様でした。

そこへ、関東に領地替えとなった徳川家康が鷹狩に訪れます。途中、家康は休息のた

めに、聯芳軒に立ち寄りました。軒主から平林寺の由緒を聞いた家康は、平林寺の再興

を約束、復興資金と土地を寄進します。更に家康は、かつて駿河臨済寺にて共に学び、

臨済禅を代表する傑僧となっていた鉄山宗鈍（てつざんそうどん）禅師を、平林寺住持

として招聘（しょうへい）しました。

天正 20年(1592)、平林寺の中興はここに果たされ、平林寺は建長寺派、大徳寺派の系

譜を経て、妙心寺派としての新たな歴史を刻んでいきます。

平林寺中興開山鉄山宗鈍禅師（部分）

江戸時代



野火止への移転

中興開基、大河内松平家
家康の関東入部に際し、家臣として三河国（みかわのくに）から共に上京した大河内

秀綱（おおこうちひでつな）は、平林寺の大檀那（おおだんな）となって山門や仏殿等

の伽藍の再建を行いました。秀綱の孫で、松平家の養子となった松平伊豆守信綱（まつ

だいらいずのかみのぶつな）も徳川家に仕え、第３代将軍家光、第４代将軍家綱のもと

で幕府老中を務めます。

また、信綱は大河内松平家（おおこうちまつだいらけ）を興し、秀綱はじめ、その祖

母寿参尼（じゅさんに）、実父大河内久綱、養父松平正綱らを平林寺に篤く弔いました。

一族は代々に渡って大河内松平家廟所で供養され、今日に至るまで、平林寺が同家の菩

提寺となっています。

水と林の恵み
岩槻にあった平林寺は、寛文３年(1663)信綱の遺命によって野火止（のびとめ）に移

転されます。この地には、信綱が開削した玉川上水から分水された野火止用水が流れ、

平林寺にも平林寺堀が引かれます。

水の利を得た地域一帯は、新田開発が進むと共に、人々のくらしを支える雑木林が形

成され、江戸近郊の農業都市として発展を遂げていきました。

松平信綱坐像



武蔵野の禅刹

専門道場の開設
専門道場（臨済禅の修行場）である平林僧堂は、明治 36年(1903)に開かれました。本

山を京都に置く妙心寺派の僧堂は、関西には既に多くありましたが、平林僧堂は名古屋

以東に開設された初めての僧堂となりました。以来、関東を代表する妙心寺派の僧堂と

して、全国各地から集まった僧侶が修行に励んでいます。

修行環境を守る境内林
伽藍を囲むように広がる平林寺境内林は、僧堂における修行環境を守るために保全さ

れ、昭和 43年(1968)、国の天然記念物に指定されました。現在は、武蔵野の雑木林（ぞ

うきばやし）の趣（おもむき）を残す貴重な文化財として文化庁、埼玉県、新座市の協

力のもと、継続的な整備と管理が行われています。

武蔵野の歴史と文化と共に歩んできた平林寺。13万坪以上にも及ぶ山内（さんない）

は、四季折々の雑木林の風情と、開創 650余年の古刹の禅風を湛えています。




























